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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光沢のある被覆をその上に有する基体からなる記録媒体であり、光沢のある被覆はフュ
ームドアルミナ粒子およびバインダーを含み、（ａ）該フュームドアルミナ粒子は１次粒
子の凝集体であり、（b）該凝集体は３０～８０ｍ２／ｇの表面積を有し、（c）該バイン
ダーに対する該フュームドアルミナ粒子の比は質量で少なくとも５：１であり、そして（
d）該光沢のある被覆は少なくとも１５％の７５°鏡面光沢、および少なくとも０．３ｍ
Ｌ／ｇの全水銀侵入量を有する、記録媒体。
【請求項２】
　前記基体がポリマーもしくはセルロース紙を含む、請求項１記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記基体がポリ（エチレンテレフタレート）を含む、請求項１もしくは２記載の記録媒
体。
【請求項４】
　前記凝集体が８０～３００ｎｍの平均粒径を有する、請求項１～３のいずれか一項に記
載の記録媒体。
【請求項５】
　前記バインダーに対する顔料の比が質量で少なくとも７：１である、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の記録媒体。
【請求項６】
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　フュームドアルミナ粒子およびバインダーを含む被覆用組成物であり、（ａ）該フュー
ムドアルミナ粒子は１次粒子の凝集体であり、（b）該凝集体は３０～８０ｍ２／ｇの表
面積を有し、（c）該バインダーに対する該フュームドアルミナ粒子の比は質量で少なく
とも５：１であり、そして（d）該組成物における該フュームドアルミナの固形分が少な
くとも３０wt％である、被覆用組成物。
【請求項７】
　前記凝集体が８０～３００ｎｍの平均粒径を有する、請求項６記載の被覆用組成物。
【請求項８】
　前記バインダーに対する顔料の比が質量で少なくとも７：１である、請求項６もしくは
７に記載の被覆用組成物。
【請求項９】
　被覆用組成物を製造する方法であり、その方法は：
　水およびフュームドアルミナ粒子を含むコロイド状で安定な分散体を用意すること、こ
こで該フュームドアルミナ粒子は１次粒子の凝集体であり、該凝集体は３０～８０ｍ２／
ｇの表面積を有し、そして該分散体における該フュームドアルミナ粒子の固形分は３０wt
％より大きい；
　質量で少なくとも５：１のバインダーに対する該フュームドアルミナ粒子の比と全固形
分が得られるまで、該コロイド状に安定な分散体にバインダーを添加し、そして任意に希
釈すること；ならびに
　任意には、適切な酸もしくは塩基でｐＨを調節すること、
を含む、方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法により製造される、被覆用組成物。
【請求項１１】
　記録用媒体を製造する方法であり、その方法は：
　基体を用意すること；
　請求項６～８のいずれか一項に記載の被覆用組成物で該基体を被覆し、被覆された基体
を製造すること；
　任意には該被覆された基体をカレンダー仕上げすること；ならびに
　該被覆された基体を乾燥すること、
を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法により製造される、記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の技術分野
本発明は被覆にアルミナ粒子を含有する記録媒体、そのような粒子を含む組成物、および
その製造方法に関する。
【０００２】
発明の背景
表面被覆は印刷特性を改良するために記録媒体に使用されることがある。たとえば、被覆
は、媒体の外観、インク吸収、および／または耐イメージにじみ性（image smear resist
ance）を改良しうる。
【０００３】
表面被覆は、２つの一般的なカテゴリー、すなわち光沢被覆および非光沢(つや消し（mat
te）もしくはくもった（dull）被覆に分類されうる。光沢被覆は、非常になめらかである
ので非常に望ましく、そして記録されたイメージに優れた感じを写真様の品質を付与しう
る。しかし、優れたなめらかさと光沢に加えて、媒体に優れた印刷特性（たとえば、良好
なインク吸収、良好な染料定着能力、良好な水堅ろう度、および／または良好な耐イメー
ジにじみ性）を付与する光沢媒体を提供する挑戦が残っている。
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【０００４】
光沢および染料固定化（immobilization）（すなわち、染料定着）は、被覆に異なった種
類の重合体樹脂を配合することにより達成されうることがある。たとえば、ゼラチン、ポ
リビニルアルコール、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアミド樹脂、および
／またはポリカーポネート樹脂は光沢させを生じさせるのに使用されうるが、カチオンポ
リマー（たとえばポリビニルピロリドン）は、アニオン染料の表面固定化を促進するのに
使用されうる。しかし、樹脂被覆された記録媒体に付着されたインクは比較的ゆっくりと
乾燥し、にじみ、そしてはがれ落ちる、望ましくない傾向を有することが多い。ある処理
をされたカオリン粘土もしくは処理された炭酸カルシウムのようないくつかの顔料は染料
を固定化するが、全体的な吸収性および吸収速度が傷つけられることが多い。
【０００５】
シリカもしくはアルミナのような金属酸化物顔料を用いることは、それらは良好な吸収性
を有し、しかも優れた被覆を生じさせうる点で有利でありうる。アルミナは、その粒子が
自然にカチオン表面（すなわち正のゼータ電位）を有する点で特に有利である。非常に大
部分のインク染料は事実上アニオンであるので、アルミナのカチオン表面はそれから得ら
れる被覆に優れた染料固定化特性を付与する。さらに、アルミナは、優れた光沢、なめら
かさおよび輝度（brightness）に加えて、良好なインク吸収、良好な水堅ろう度および良
好な耐イメージにじみ性も被覆に付与する。
【０００６】
利点にもかかわらず、アルミナの使用は、アルミナが加工処理するのが非常に困難である
点で、記録媒体被覆産業においては重要な挑戦を提出する。通常は無定形であるシリカと
異なり、アルミナは結晶性であり、種々の結晶相、たとえばアルファ、または遷移相、た
とえばガンマ、デルタ、およびシータ相で存在しうる。加えて、長い乾燥時間が低固形分
アルミナ分散体を用いる記録媒体被覆において要求されるのが通常であり、被覆プロセス
全体を高価に、そして非効率にする。さらに、いくつかの形態のアルミナは比較的高いバ
インダー比（バインダーに対する顔料の比約３：１）を要求する。アルミナの高いバイン
ダー要求は被覆において達成されうる(バインダーに対する)アルミナ粒子の比を制限し、
そうでなければアルミナ粒子により被覆に与えられうる、望ましい特性（たとえば、乾燥
時間、染料固定化、水堅ろう度、イメージ品質等）を犠牲にする。そのように、記録媒体
の全体的品質は制限されうる。
【０００７】
アルミナの不十分なコロイド安定性も記録媒体を用いるのに使用される被覆用組成物にお
いて得られうる固形分を著しく制限し、それによりコーターの生産性に上限を置く。なぜ
なら乾燥器の要求は基体上の被覆を適切に乾燥するために過度でありうるからである。商
業的な設定において、このような被覆組成物は初期アルミナ分散体から製造される。その
初期分散体（initial dispersions）は別々の設備で製造され、最終需要者に出荷される
ことが多い。通常、最終需要者は被覆用組成物にその初期分散体を入れ、その製造後すぐ
に基体に付着されるのが通常である。
【０００８】
比較的高いアルミナ固形分を有する分散体はゲル化もしくは分離する（すなわち固形分は
分散体から沈降する）傾向が比較的大きいので、低固形分の初期分散体が使用される。こ
のように、記録媒体の全体的品質は低アルミナ固形分により制限される（たとえば、気孔
率、染料固形化、イメージ品質等）。
【０００９】
したがって、望ましくは低バインダーを要求し、高気孔率を有するアルミナ粒子を含む改
良された記録媒体、ならびにアルミナにもとづく被覆用組成物、およびこのような組成物
および記録媒体の製造方法、に対する要求はなお残って入る。本発明はこのような記録媒
体、被覆用組成物、およびそれらを製造する方法を提供する。本発明のこれら、および他
の利点、ならびに発明の付加的な特徴は、ここに述べられる本発明の説明から明らかであ
ろう。
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【００１０】
発明の簡単な要約
本発明は光沢のある被覆をその上に有する基体を含む記録媒体を提供し、その光沢ある被
覆はバインダー、および、１次粒子の凝集体であるアルミナ粒子を含有する。本発明の記
録媒体の被覆は１次粒子の凝集体であるアルミナ粒子を含み、熱分解（pyrogenic）すな
わちフュームド（fumed）アルミナが好適である。
【００１１】
さらに本発明はアルミナ粒子およびバインダーを含む被覆用組成物であり、そのアルミナ
粒子は１次粒子の凝集体であり、そして組成物におけるアルミナの固形分が少なくとも約
２０wt％である組成物を提供する。
【００１２】
さらに本発明は被覆用組成物を製造する方法を提供する。被覆用組成物を製造する本発明
の方法は、水およびアルミナ粒子を含むコロイド状で安定な分散体を用意すること、ここ
でアルミナ粒子は１次粒子の凝集体であり、そして分散体におけるアルミナ粒子の固形分
は約３０wt％より大きい；所望の、バインダーに対する顔料の比と全固形分が得られるま
で、コロイド状に安定な分散体にバインダーを添加し、そして任意に希釈すること；なら
びに任意には、適切な酸もしくは塩基でｐＨを調節すること、を含む。
【００１３】
さらに本発明は記録媒体を製造する方法を提供する。記録媒体を製造する本発明方法は、
記録用媒体を製造する方法は、基体を用意すること；本発明の被覆用組成物で基体を被覆
し、被覆された基体を製造すること；任意には被覆された基体をカレンダー仕上げするこ
と；ならびに被覆された基体を乾燥すること、を含む。
【００１４】
本発明の被覆用組成物は基体に付着されるときに急速に乾燥して非粘着の光沢のある被覆
を形成する。
【００１５】
好適な態様の説明
本発明は光沢のある被覆をその上に有する基体からなる記録媒体を提供し光沢のある基体
はアルミナ粒子およびバインダーを含み、アルミナ粒子は１次粒子の凝集体である記録媒
体。
【００１６】
本発明の記録媒体は、基体を含み、それは透明もしくは不透明のいずれでもよく、そして
適切ないかなる材料でつくられてもよい。そのような材料の例は、重合体樹脂（たとえば
、ポリ（エチレンテレフタレート））、ジアセテート樹脂、トリアセテート樹脂、アクリ
ル樹脂、ポリカーボネ－ト樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリイミド樹脂、セロファンおよ
びセルロイドのフィルムもしくはシート、ガラスシート、金属シート、プラスチックシー
ト、紙（たとえばセルロース紙、合成紙）、被覆紙（たとえば、樹脂被覆紙）、顔料含有
不透明フィルム、および発泡フィルム、を含むが、これらに限定されない。ポリエスシー
トおよびセルロース紙が好適であり、ポリ（エチレンテレフタレート）シートが好適なポ
リエステルである。
【００１７】
本発明の記録媒体に用いられる基体はその上に光沢のある被覆を有し、適切ないかなる厚
さでもありうる。特に、被覆は好ましくは厚さ約１μｍ～約５０μｍ、もっと好ましくは
厚さ約５μｍ～約４０μｍ、そして最も好ましくは厚さ約１０μｍ～約３０μｍである。
本発明の記録媒体は優れた光沢を与え、そして良好なインク吸収、染料固定化、高速度の
液体吸収、そして全体的な液体吸収能力も有する。さらに本発明の記録媒体は、特にイン
クジェット用途に用いられるときに、優れたイメージ品質を与える。
【００１８】
本発明のある態様において、本発明の記録媒体は１つより多い、同一もしくは異なる被覆
層を有する基体を含む。しかし、被服層の少なくとも１つはここで述べる性質を有するア
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ルミナ粒子を含む。たとえば、本発明の記録媒体は１つ以上のインク感受性層（たとえば
アニオンシリカを含む）および／または１つ以上の樹脂層（たとえば：光沢のある積層表
面層）で被覆された基体を含みうる。本発明の記録媒体がこのような付加的な被服層を含
むときでさえ、ここで述べられるアルミナ粒子を含む上述の光沢のある被覆は非常に大部
分の印刷用途について十分なインク吸収、染料固定化、および光沢を与えることが見出さ
れた。
【００１９】
本発明の記録媒体の被覆は1次粒子の凝集体であるアルミナ粒子を含み、熱分解すなわち
フュームドアルミナが好適である。熱分解アルミナの粒子は比較的小さい１次粒子の凝集
体である。1次粒子は多孔質ではないが、凝集体は有意のボイド量を含み、急速な液体吸
収ができる。これらのボイド含有凝集体は、凝集体が被覆の粒子内ボイド量を最小とする
蜜充填であるときでさえ、有意な液体吸収能力を被覆に保持させうる。
【００２０】
被覆を構成するアルミナ粒子の大きさは被覆の光沢性に影響する。本発明に使用されるア
ルミナ粒子が融合した（すなわち凝集した）１次粒子の凝集体を含むとき、径の値は凝集
体径をいう。粒径はいかなる適切な方法、たとえば光散乱法（たとえば、ニューヨーク州
、ＨｏｌｔｓｖｉｌｌｅのＢｒｏｏｋｈａｖｅｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎから入手しうる、Ｂｒｏｏｋｈａｖｅｎ　９０Ｐｌｕｓ　Ｐａｒｔｉｃｌe
　Ｓｃａｎｎｅｒを用いて）により測定されうる。
【００２１】
光沢性を最大にするために、アルミナ粒子（すなわち凝集体）の平均径は約１μｍより小
さいことが好ましい。もっと好ましくは、アルミナ粒子の平均径は約５００ｎｍより小さ
く、なおもっと好ましくはアルミナ粒子の平均径は約４００ｎｍより小さく、最も好まし
くはアルミナ粒子の平均径は３００ｎｍより小さい。
【００２２】
アルミナ粒子の少なくとも約８０％（たとえば約９０％）もしくは実質的にすべてが上述
の平均径より小さい径を有するのが非常に好適である。すなわち、好適には、粒子の少な
くとも約８０％（たとえば、少なくとも約９０％）もしくは実質的にすべてが約１μｍよ
り小さい径を有し、もっと非常に好適には粒子の少なくとも約８０％（たとえば少なくと
も約９０％）もしくは実質的にすべてが約５００ｎｍより小さい径を有し、なおもっと非
常に好適には、粒子の少なくとも約８０％（たとえば、少なくとも約９０％）もしくはす
べてが４００ｎｍより小さい径を有し、そして最も好適には粒子の少なくとも約８０％（
たとえば、少なくとも約９０％）もしくはすべてが約３００ｎｍより小さい径を有する。
【００２３】
ある好適な態様において、アルミナ粒子の平均径は少なくとも約４０ｎｍである。（たと
えば粒子は約４０ｎｍ～約３００ｎｍ、もっと好ましくは約１００ｎｍ～約２００ｎｍ、
なおもっと好ましくは約１２０ｎｍ～約１９０ｎｍ、そして最も好ましくは約１４０ｎｍ
～約１８０ｎｍ（たとえば約１５０ｎｍ～約１７０ｎｍ）の平均粒径を有する。）。これ
らのある態様において、アルミナ粒子の少なくとも約８０％（たとえば、少なくとも９０
％）もしくは実質的にすべては少なくとも約１００ｎｍの径を有する（たとえば約１００
ｎｍ～約２００ｎｍ、もっと好ましくは約１２０ｎｍ～約１９０ｎｍ、そして最も好まし
くは約１４０ｎｍ～約１８０ｎｍ（たとえば、約１５０～１７０ｎｍ））。
【００２４】
本発明のもう１つの態様において、好ましくはアルミナ粒子は約３００ｎｍより小さい、
もっと好ましくは２００ｎｍより小さい、なおもっと好ましくは約１９０ｎｍより小さい
、そして最も好ましくは約１８０ｎｍより小さい、平均粒径を有する。ある態様において
、アルミナ粒子の少なくとも約８０％（たとえば、少なくとも約９０％）もしくは実質的
にすべてが、約３００ｎｍより小さい、もっと好ましくは約２００ｎｍより小さい、なお
もっと好ましくは約１９０ｎｍより小さい、そして最も好ましくは約１８０ｎｍより小さ
い径を有する。
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【００２５】
被覆は、比較的幅広い範囲、もしくは比較的狭い範囲のような、適切な範囲の各粒径を有
するアルミナ粒子を含有しうる。粒子は単分散されていてもよい。単分散は各粒子が実質
的に同一の径を有することを意味する。たとえば、実質的にすべて単分散された１５０ｎ
ｍ粒子は約１４０ｎｍ～約１６０ｎｍの範囲の径を有する。
【００２６】
これらのアルミナ凝集体を構成する１次粒子に関して、比較的高い速度の、そして能力の
液体吸収を有する、光沢ある被覆が望まれるような本発明の態様において、１次粒子は約
１００ｎｍより小さい（たとえば約１ｎｍ～約１００ｎｍ）平均径を有するのが好ましい
。もっと好ましくは１次粒子は約８０ｎｍより小さい（たとえば、約１ｎｍ～約８０ｎｍ
）、なおもっと好ましくは約５０ｎｍより小さい（たとえば約１ｎｍ～約５０ｎｍ）、そ
して最も好ましくは約４０ｎｍより小さい（たとえば約５ｎｍ～約４０ｎｍ）の平均粒径
を有する。
【００２７】
これらのある態様において、１次粒子の少なくとも８０％（たとえば、少なくとも９０％
）もしくは実質的にすべてが上述の平均径値よりも小さい径を有するのが好ましい。すな
わち、好適には１次粒子の少なくとも８０％（たとえば少なくとも９０％）もしくは実質
的にすべてが約１００ｎｍより小さい（たとえば約１ｎｍ～約１００ｎｍ）径を有し、も
っと好適には、１次粒子の少なくとも約８０％（たとえば少なくとも約９０％）もしくは
実質的にすべてがやく８０ｎｍより小さい（たとえば約１ｎｍ～約８０ｎｍ）径を有し、
なおもっと好ましくは１次粒子の少なくとも８０％（たとえば少なくとも９０％）もしく
は実質的にすべてが約５０ｎｍより小さい（たとえば約１ｎｍ～約５０ｎｍ）径を有し、
そして最も好ましくは１次粒子の少なくとも約８０％（たとえば、少なくとも約９０％）
もしくは実質的にすべてが約４０ｎｍより小さい（たとえば５ｎｍ～４０ｎｍ）径を有す
る。
【００２８】
本発明の記録媒体のアルミナ粒子の表面積は、凝集体の平均径よりも１次粒子の平均径の
関数であるのが大部分であることが認識される。本発明の記録媒体のアルミナ粒子はいか
なる適切な表面積も有しうる。本発明の記録媒体のアルミナ粒子は約４００ｍ2 ／ｇまで
の表面積を有しうるが、本発明の記録媒体のアルミナ粒子の表面積は好適には約２００ｍ
2 ／ｇより小さい、もっと好適には約１５０ｍ2 ／ｇより小さい。特に好適な態様におい
て、本発明の記録媒体のアルミナ粒子は約４００ｍ2 ／ｇより小さい（たとえば、約１５
～３００ｍ2 ／ｇ、もっと好ましくは約２０～２００ｍ2 ／ｇ、さらに好ましくは約３０
～８０ｍ2 ／ｇ、そして最も好ましくは約４０～６０ｍ2 ／ｇ）表面積を有する。
【００２９】
本発明の記録媒体の光沢性はいかなる適切な方法を用いても測定されうる。たとえば、本
発明の光沢性は、光沢光度計（ｇｌｏｓｓ　ｐｈｏｔｏｍｅｔｅｒ）、たとえばＮｉｈｏ
ｎ　Ｄｅｎｓｈｏｋｕ　Ｋｏｇｙｏｓｈａ製ＶＧＳ－１００１，Ｈｕｎｔｅｒ　７５°光
度計、Ｔｅｃｈｎｉｄｙｎｅ光度計（たとえばＭｏｄｅｌ　Ｔ４８０Ａ）等を用いて、た
とえばＪＩＳ　Ｐ　８１４２、または対応するＵＳ規格により、７５°鏡面光沢（ｓｐｅ
ｃｕｌａｒ　ｇｌｏｓｓ）について測定されうる。他の適切な試験方法も光沢性の測定に
使用され得、たとえばＡＳＴＭ，ＴＡＰＰＩ等である。ＴＡＰＰＩが使用されるとき、Ｔ
ＡＰＰＩ　Ｔ４８０が好適である。ＡＳＴＭが使用されるとき、ＡＳＴＭ　Ｄ１２２３が
好適である。
【００３０】
本発明の記録媒体は少くとも約１５％の７５°鏡面光沢を有するのが好適である。もっと
好適には、本発明の記録媒体は少くとも約２５％、さらにもっと好適には少くとも約３５
％、なおもっと好適には少くとも４５％の光沢を有する。いくつかの場合には、光沢は少
くとも約５５％、そしてさらに少くとも約６５％である。
【００３１】
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望ましくは、本発明の記録媒体はもっと光沢のある被覆を与えるためにカレンダー仕上げ
される。好適には少くとも約１５％、もっと好適には少くとも約２５％、さらにもっと好
適には少くとも約３５％、そしてなおもっと好適には少くとも約４５％の７５°鏡面光沢
を有する。好適な態様において、本発明の記録媒体は、カレンダー仕上げされるとき、少
くとも約５０％の７５°鏡面光沢を有する。いくつかの場合において、基体、被覆用組成
物、被覆用組成物の性質、および基体へ被覆を付着する方法に依存して、本発明の記録媒
体は、カレンダー仕上げされるとき、少くとも約５５％、そして少くとも約６５％もの光
沢性を有しうる。
【００３２】
本発明の記録媒体の被覆は良好な染料固定化特性および水堅ろう度を有する。インクジェ
ット用インクに使用されるもののような有機染料は、イオン化しうる官能基（たとえば、
ＳＯ3 Ｈ，ＣＯＯＨ，ＰＯ3 Ｈ2 等）を含有することが多く、染料の水溶性を増加させる
。それらの官能基が水中でイオン化するとき（たとえばＳＯ3

-，ＣＯＯ- ，ＰＯ3
2- 等に

）、染料は負に帯電される。本発明の記録媒体の光沢ある被覆に用いられるアルミナはカ
チオン表面を有するので、アルミナ粒子は被覆表面で染料分子を固定化（すなわち吸収）
し、示す被覆の能力を向上させる。これは、本発明の記録媒体の光沢ある被覆においてア
ルミナ粒への染料の強い静電引力による。
【００３３】
したがって、インクがアルミナ粒子の細孔により被覆に急速に吸収されても、アニオン染
料分子はインクから分離され、そして被覆表面で固定化されうる。このように、本発明の
記録媒体の被覆は優れた染料固定化能力を有し、望ましい品質、たとえば優れたイメージ
品質および高い光学密度を促進する。
【００３４】
本発明の記録媒体の被覆におけるアルミナ粒子が高い正のゼータ電位を有することは望ま
しい。本発明の記録媒体のアルミナ粒子上の実効電荷（ｎｅｔ　ｃｈａｒｇｅ）は分散体
のゼータ電位を測定することにより定性的に決定されうる（たとえば、Ｍａｔｅｃ　ＭＢ
Ｓ　８０００またはＢｒｏｏｋｈａｖｅｎ　Ｚｅｔａ　Ｐｌｕｓ装置を用いる。）。負の
ゼータ電位は実効負電荷を表わすが、正のゼータ電位は実効正電荷を表わす。ゼータ電位
の大きさは電荷の大きさに比例する。
【００３５】
記録媒体の表面への染料付着は、アニオン染料を含有する水性インクジェット用インクが
付着された記録媒体の試験試料の光学密度および水堅ろう度を測定することにより定量さ
れうる。たとえば、約９０ｃｍ2 の領域にわたって約１２ｇ／ｍ2 のインク付着量（ｃｏ
ｖｅｒａｇｅ）を有する試験試料は半分に切断され、次のような態様で試験されうる。イ
ンク付着後１分で、半分の１つは１分間脱イオン水に浸され、ついで試料からすべての溶
解インクを除去するために水に浸して引き上げるのを繰り返した。乾燥後に、デンシトメ
ーター（たとえば、ＭａｃＢｅｔｈ　５１２デンシトメーター）が各半分の試験試料につ
いて数多くの位置（たとえば、１０のランダムな位置で）でイメージ強度を測定し、各半
分についての値を平均するのに使用されうる。記録媒体の光学密度は、水に浸されなかっ
た試験試料の半分の平均イメージ密度である。水堅ろう度は、
【００３６】
【数１】

【００３７】
として示され得、
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ここで平均Ｉ．Ｉ．は試験試料の各半分の平均イメージ強度である（すなわち、水に浸さ
れた半分および水に浸されなかった半分）。このように計算されるとき１より小さい水堅
ろう度は、被覆からのインクの損失を示すのが通常である。
【００３８】
あるいは、水堅ろう度は保持された光学密度により評価されうる。たとえば、試験印刷は
試料を脱イオン水に５分間、軽く撹拌しながら浸し、試料を乾燥し、そして乾燥された浸
漬試料の色密度を、適切なデンシトメータ（たとえば、Ｘ－Ｒｉｔｅ（登録商標）９３８
　Ｓｐｅｃｔｒｏｄｅｎｓｉｔｏｍｅｔｅｒ）で色密度を測定することにより未浸漬試料
（上述のとおり）のそれと比較することにより、評価されうる。
【００３９】
本発明の記録媒体は優れた水堅ろう度を示す。たとえば、本発明の記録媒体は脱イオン水
に５分間、軽く撹拌しながら浸漬した後に少くとも約５０％の光学密度を保持するのが通
常である。好ましくは、脱イオン水に５分間、軽く撹拌しながら浸漬された後に、本発明
の記録媒体は、印刷されたイメージの少くとも約６０％、もっと好ましくは光学密度の少
くとも約７０％、なおもっと好ましくは光学密度の少くとも約８０％を保持し、そして最
も好ましくは光学密度の少くとも約９０％（たとえば、光学密度の約９５％もしくは１０
０％さえも）が保持される。
【００４０】
本発明の記録媒体は、良好な液体吸収速度および良好な液体吸収能力を有する。液体吸収
速度はいかなる適切な方法、たとえば液体（たとえば蒸留水）の小滴を被覆表面に付着さ
せ、そして時間の経過とともに表面に関して小滴の角度変化を測定（接触角）すること、
により測定されうる。好適には、本発明の記録媒体の光沢ある被覆に付着されるとき、蒸
留水の接触角は最初の５分間にわたって少くとも約５°低下する。もっと好適には、接触
角は最初の５分間に少くとも７°低下する。最も好ましくは、本発明の記録媒体の光沢あ
る被覆に付着されるとき、蒸留水の接触角は最初の５分間に少くとも約１０°低下する。
【００４１】
本発明の記録媒体の被覆の液体吸収能力は、いかなる適切な方法によっても測定されうる
。たとえば、液体吸収能力は、液体、たとえば水、またはポリエチレングリコール（たと
えばＰＥＧ　４００）および水の１：１溶液、を本発明の記録媒体の光沢ある被覆の所定
領域と１０秒間、２２℃で接触させ、ついで媒体を吸い取り紙と接触させて余分な溶液を
取り除き、光沢ある被覆により吸収された溶液の質量を測定し、そしてｇ／ｍ2 によりそ
の質量を表示することにより測定されうる。
【００４２】
あるいは、被覆の液体吸収能力は気孔率の関数として測定されうる。気孔率は、いかなる
適切な方法によっても、たとえば非多孔質基体（たとえばポリエチレン）に付着された光
沢のある被覆への液体（たとえば水銀）の全侵入量を測定することにより、測定されうる
。特定の被覆に対する液体の全侵入量（そして、したがって気孔率）は被覆の構造、たと
えばバインダーの種類、顔料対バインダーの比、顔料粒径、カレンダー仕上げ等に作用す
る変動の関数でありうることが認識される。好ましくは、気孔率は水銀の全侵入量を測定
することにより決定される。これについては、本発明の記録媒体の光沢ある被覆は、基体
が非多孔質であるときに、好ましくは少くとも約０．３ｍＬ／ｇ、もっと好ましくは少く
とも約０．５ｍＬ／ｇ、なおもっと好ましくは少くとも約０．８ｍＬ／ｇ、最も好ましく
は約１ｍＬ／ｇ以上の全水銀侵入量を有する。
【００４３】
本発明の記録媒体の特性は、非常に大部分の印刷用途に使用されるときに高いイメージ品
質を促進する。いかなる適切な印刷方法も本発明の記録媒体にイメージを付着させるのに
用いられうる。このような印刷法は、グラビア、凸版、コロタイプ版、平版（たとえば、
オフセット平版）、インクジェット、および手で保持される道具（たとえばペン）を用い
る印刷、を含むが、これらに限定されず、インクジェット印刷が好適である。
【００４４】
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いかなる適切なバインダーも本発明の記録媒体の被覆に使用されうる。好適なバインダー
は、ポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアセタール、ポリ
ビニルピロリドン、酸化デンプン、エーテル化デンプン、セルロース誘導体（たとえば、
カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、ヒドロキシエチルセルロース等）、カゼイン、
ゼラチン、大豆タンパク、シリル修飾ポリビニルアルコール、共役ジエンコポリマーラテ
ックス（たとえば、無水マレイン酸樹脂、スチレン－ブタジエンコポリマー、メチルメタ
クリレート－ブタジエンコポリマー等）、アクリルポリマーラテックス（たとえば、アク
リル酸エステルおよびメタクリル酸エステルのポリマーおよびコポリマー、アクリル酸お
よびメタクリル酸のポリマーおよびコポリマー等）、ビニルポリマーラテックス（たとえ
ばエチレン－酢酸ビニルコポリマー）、上述の種々のポリマーを官能基（たとえば、カル
ボキシル基）を含むモノマーで修飾することにより得られる官能基修飾ポリマーラテック
ス、熱可塑性樹脂（たとえば、メラミン樹脂、尿素樹脂等）のような水性バインダー、ポ
リメチルメタクリレートのような合成樹脂バインダー、ポリウレタン樹脂、ポリエステル
樹脂（たとえば不飽和ポリエステル樹脂）、アミド樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニルコポリ
マー、ポリビニルブチラール、ならびにアルキド樹脂、を含み、これらに限定されないが
、ポリビニルアルコールが最も好適である。
【００４５】
本発明の記録媒体の被覆におけるアルミナ粒子は低バインダーを要求する。このように、
バインダーに対する比較的高い顔料が本発明の記録媒体の被覆において用いられうる。バ
インダーに対する高顔料比は、単位容量あたりの比較的多いアルミナ粒子が本発明の記録
媒体の被覆において存在し得、その特性（たとえば、光沢および気孔率）を改良する点で
有利である。好ましくは、本発明の記録媒体の被覆のバインダーに対する顔料比は少くと
も質量で約２：１である。もっと好ましくは、本発明の記録媒体の被覆のバインダーに対
する顔料比は少くとも質量で約５：１、なおもっと好ましくは少くとも質量で約７：１、
そして最も好ましくは少くとも質量で約８：１である。いくつかの態様において、本発明
の記録媒体の被覆のバインダーに対する顔料比は少くとも質量で約９：１ある（たとえば
、少くとも質量で約１０：１）。
【００４６】
バインダー（すなわち、乾燥バインダー）の合計量はいかなる適切な量であってもよいが
、好ましくは組成物（すなわち、乾燥バインダーおよび結合された粒子）の約１ｗｔ％～
約５０ｗｔ％である。もっと好ましくは、バインダーの合計量は組成物の約１ｗｔ％～約
４０ｗｔ％、なお好ましくは約１ｗｔ％～約３０ｗｔ％、さらに好ましくは約３ｗｔ％～
約２５ｗｔ％、さらになお好ましくは約５ｗｔ％～約１５ｗｔ％、そして最も好ましくは
約５ｗｔ％～約１０ｗｔ％（たとえば、約９ｗｔ％）である。
【００４７】
ＰＶＯＨがバインダーとして使用されるとき、ＰＶＯＨの合計量は、組成物の約１ｗｔ％
～約５０ｗｔ％、もっと好ましくは約１ｗｔ％～約４０ｗｔ％、なお好ましくは約１ｗｔ
％～約３０ｗｔ％、さらに好ましくは約３ｗｔ％～約２５ｗｔ％、さらになお好ましくは
約５ｗｔ％～約１５ｗｔ％、そして最も好ましくは約５ｗｔ％～約１０ｗｔ％（たとえば
、約９ｗｔ％）である。
【００４８】
本発明のある態様において、本発明の記録媒体の光沢ある被覆はアルミナ粒子に加えて、
炭酸カルシウム、粘土、ケイ酸アルミニウム、尿素－ホルムアルデヒド充填剤等のような
１つ以上の顔料を含む。他の適切な顔料はシリカ（たとえば、コロイダルシリカ、沈降シ
リカ、シリカゲル、熱分解シリカ、またはそれらのカチオン修飾した類縁体）、アルミナ
（たとえば、アルミナゾル、コロイダルアルミナ、カチオン酸化アルミニウム、もしくは
それらの水和物、擬似ベーマイト、ベーマイト、Ａｌ（ＯＨ）3 等）、ケイ酸マグネシウ
ム、炭酸マグネシウム、カオリン、タルク、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタ
ン、二酸化亜鉛、硫化亜鉛、炭酸亜鉛、サテン白、ケイソウ土、ケイ酸カルシウム、水酸
化アルミニウム、リトポン、ゼオライト、水和ハロイサイト、水酸化マグネシウム、ポリ
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オレフィン類（たとえば、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン等）、プラスチ
ックス（たとえば、アクリル）、尿素樹脂、およびメラミン樹脂、を含む。
【００４９】
本発明の記録媒体の光沢ある被覆は、界面活性剤（たとえばカチオン界面活性剤、長鎖ア
ルキルベンゼンスルホネート塩、長鎖、好ましくは分枝鎖、アルキルスルホサクシネート
エステルのようなアニオン界面活性剤、長鎖、好ましくは分枝鎖アルキル基含有フェノー
ルのポリアルキレンオキシドエーテル、および長鎖アルキルアルコールのポリアルキレン
オキシドエーテル、のようなノニオン界面活性剤）、シランカップリング剤（たとえば、
γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルト
リメトキシシラン等）、硬化剤（たとえば活性ハロゲン化合物、ビニルスルホン化合物、
アジリジン化合物、エポキシ化合物、アクリロイル化合物、イソシアナート化合物等）、
顔料分散剤、増粘剤（たとえば、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ））、流動性向上
剤、消泡剤（たとえば、オクチルアルコール、シリコーンにもとづく消泡剤等）、泡止め
剤、解除剤（ｒｅｌｅａｓｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）、発泡剤、浸透剤、着色染料、着色顔
料、増白剤（たとえば、蛍光増白剤）、防腐剤（たとえば、Ｐ－ヒドロキシベンゾエート
エステル化合物、ベンズイソチアゾロン化合物、イソチアゾロン化合物等）、抗かび剤、
黄化防止剤（たとえば、ヒドロキシメタンスルホン酸ナトリウム、Ｐ－トルエンスルフィ
ン酸ナトリウム等）、紫外線吸収剤（たとえば、２位にヒドロキシ－ジアルキルフェニル
基を有するベンゾトリアゾール化合物）、抗酸化剤（たとえば、立体障害フェノール化合
物）、帯電防止剤、ｐＨ調節剤（たとえば、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウム、硫酸、
塩酸、リン酸、クエン酸等）、耐水剤、湿潤強化剤、および乾燥強化剤、を含みうる。
【００５０】
さらに、本発明はアルミナ粒子およびバインダーを含む被覆用組成物を提供し、アルミナ
粒子は１次粒子の凝集体であり、そして被覆用組成物におけるアルミナ固形分は約１０ｗ
ｔ％より大きい。
【００５１】
いかなる適切なアルミナ粒子も本発明の被覆用組成物に使用されうる。適切なアルミナ粒
子は本発明の記録媒体の被覆に関してここで記載されたアルミナ粒子を含む。本発明の被
覆用組成物に使用されるアルミナ粒子はいかなる適切な径および表面積を有していてもよ
い。粒子の適切な粒径および表面積は本発明の記録媒体の被覆に関してここで記載された
粒径および表面積を含む。
【００５２】
いかなる適切なバインダーも本発明の被覆用組成物に使用され得、本発明の記録媒体の被
覆に関してここに記載されたものを含む。同様に、バインダーに対するいかなる適切な顔
料比も、本発明の被覆用組成物に使用され得る。好ましくはバインダーに対する顔料の比
は質量で少くとも２：１である。もっと好ましくは、本発明の被覆用組成物のバインダー
に対する顔料の比は質量で少くとも約５：１、なお好ましくは質量で少くとも約７：１、
そして最も好ましくは質量で少くとも約８：１である。いくつかの態様において、本発明
の被覆用組成物のバインダーに対する顔料の比は質量で少くとも約９：１（たとえば、質
量で少くとも約１０：１）である。
【００５３】
本発明の被覆用組成物は適切なキャリアを含有するのが通常である。キャリアはいかなる
適切な流体もしくは流体（たとえば、溶媒）の組合わせであってもよく、第１および第２
の群の粒子、ならびに他の添加剤（たとえば、１つ以上のバインダー）が混合され、基体
に付着される。好適なキャリアは付着後の被覆の乾燥を加速するために比較的高い蒸気圧
を有し、そして好適な例は有機溶媒（たとえば、メタノール）および水を含むが、これら
に限定されず、水が最も好適である。
【００５４】
ある態様において、本発明の被覆用組成物はアルミナに加えて１つ以上の顔料を含み、本
発明の記録媒体の被覆に関してここで記載されたものを含む。さらに、本発明の被覆用組
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成物は１つ以上の他の添加剤、たとえば、界面活性剤、シランカップリング剤、硬化剤、
顔料分散剤、増粘剤、流動性向上剤、消泡剤、泡止め剤、解除剤、発泡剤、浸透剤、着色
染料、着色顔料、増白剤、抗かび剤、黄化防止剤、紫外線吸収剤、抗酸化剤、耐水剤、湿
潤強化剤、および乾燥強化剤を含み得、本発明の記録媒体の被覆に関してここに記載され
たものを含む。
【００５５】
さらに本発明は被覆用組成物の製造方法を提供する。その方法は：
水およびアルミナ粒子を含むコロイド状で安定な分散体を用意すること、ここでアルミナ
粒子は１次粒子の凝集体であり、そして分散体におけるアルミナ粒子の固形分は約２０ｗ
ｔ％より大きい；
所望の、バインダーに対する顔料の比と全固形分が得られるまで、コロイド状に安定な分
散体にバインダーを添加し、そして任意に希釈すること；ならびに
任意には、適切な酸もしくは塩基でｐＨを調節すること、を含む。
【００５６】
いかなる適切なアルミナ粒子も被覆用組成物を製造する本発明方法において使用されうる
。適切なアルミナ粒子は本発明の記録媒体の被覆に関してここに記載されるアルミナ粒子
を含む。被覆用組成物を製造する本発明方法に使用されるアルミナ粒子は、いかなる適切
な径および表面積を有しうる。粒子の適切な粒径および表面積は本発明の記録媒体の被覆
に関してここに記載される粒径および表面積を含む。
【００５７】
いかなる適切なバインダーも被覆用組成物を製造する本発明方法に使用され得、本発明の
記録媒体の被覆に関してここに記載されるものを含む。同様に、バインダーに対するいか
なる適切な顔料の比も本発明方法により被覆用組成物を製造するのに用いられうる。バイ
ンダーに対する好適な顔料の比は本発明の記録媒体の被覆に関してここに記載されるもの
を含む。
【００５８】
適切なキャリアは本発明の被覆用組成物を製造する方法に使用されうる。キャリアは分散
体に存在し得、または最終的な被覆用組成物を製造するために分散体に添加されうる。適
切なキャリアは本発明の記録媒体の記録媒体の被覆に関してここに記載されるものを含む
が、水が最も好ましい。
【００５９】
被覆用組成物を製造する本発明方法により、１つ以上の顔料がアルミナ粒子に加えて分散
体に添加され得、本発明の記録媒体の被覆に関してここに記載されるものを含む。１つ以
上の他の添加剤も添加され得、本発明の記録媒体の被覆に関してここに記載されるものを
含む。
【００６０】
本発明により被覆用組成物を製造するのに用いられるコロイド状に安定な分散体（すなわ
ち、初期分散体）は高い固形分（すなわち、約２０ｗｔ％より大きいアルミナ固形分）を
有し、そしてコロイド状で安定である。初期分散体の高アルミナ固形分は、被覆用組成物
の比較的高い固形分が達成されうる（たとえば、バインダーおよび他の添加剤を考慮に入
れて少くとも約２０ｗｔ％の全固形分）点で非常に有利である。その結果、被覆操作にお
ける乾燥時間が著しく減少され、プロセス全体を低コストに、そしてもっと効率的にする
。初期分散体はいかなる適切な方法によっても製造されうるが、米国特許第５，５２７，
４２３号明細書に記載された方法により製造されるのが好適である。
【００６１】
好ましくは、初期分散体のアルミナ固形分は少くとも約２５ｗｔ％、もっと好ましくは少
くとも約３０ｗｔ％、なおもっと好ましくは少くとも約３５ｗｔ％、さらにもっと好まし
くは少くとも約４０ｗｔ％、そして最も好ましくは少くとも約５０ｗｔ％である。ある態
様において、コロイド状に安定な分散体のアルミナ固形分は約２５～５０ｗｔ％、もしく
は３０～５０ｗｔ％であるが、もっと好ましくは約３０～５０ｗｔ％、最も好ましくは約
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４０～５０ｗｔ％である。
【００６２】
本発明方法において使用される初期分散体におけるアルミナ粒子はいかなる適切な正のゼ
ータ電位をも有しうる。望ましくは、正のゼータ電位は初期分散体におけるコロイド安定
性を促進するのに十分に高い。好ましくは、初期分散体におけるアルミナ粒子のゼータ電
位は少くとも約＋２０ｍＶである。もっと好ましくは、初期分散体におけるアルミナ粒子
のゼータ電位は少くとも約＋３０ｍＶである。最も好ましくは、初期分散体におけるアル
ミナ粒子のゼータ電位は少くとも約＋４０ｍＶである。
【００６３】
初期分散体はいかなる適切なｐＨをも有しうる。好ましくは初期分散体のｐＨは約３～５
、そしてもっと好ましくは約３．５～４．５、しかし最も好ましくは約４～４．５である
。初期分散体は比重の値の範囲を有するが、好ましくは初期分散体の比重は約１～２ｋｇ
／Ｌの範囲にある。
【００６４】
本発明の被覆用組成物を製造するのに使用される初期分散体は優れたレオロジー特性を有
し、分散体およびそれから得られる被覆用組成物を大規模な被覆操作に従順にする。たと
えば、初期分散体は、たとえばＨｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計により４４
００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で測定して、高せん断速度における低粘度を示す。好
適にはアルミナ固形分約４０ｗｔ％で、初期分散体は高せん断速度（たとえば、Ｈｅｒｃ
ｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計により４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で測
定して）で約２０ｃｐより小さいみかけ粘度を有する。もっと好ましくは、初期分散体（
アルミナ固形分約４０ｗｔ％で）はＨｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計により
４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で測定して約１５ｃｐより小さいみかけ粘度を有
する。最も好適には、初期分散体（アルミナ固形分約４０ｗｔ％）はＨｅｒｃｕｌｅｓ（
登録商標）高せん断粘度計により、４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で測定して約
１０ｃｐより小さいみかけ粘度を有する。
【００６５】
本発明の被覆用組成物を製造するために使用される初期分散体は、たとえば、Ｂｒｏｏｋ
ｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ粘度計、スピンドル＃１で、６０ＲＰＭ、約３０秒後に測
定して低いせん断速度で低粘度を示す。好ましくは、初期分散体（アルミナ固形分約４０
ｗｔ％で）は低せん断速度（たとえば、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ粘度計
、スピンドル＃１で、６０ＲＰＭ、約３０秒後に測定して）で約１００ｃｐより小さいみ
かけ粘度を有する。もっと好ましくは、初期分散体（アルミナ固形分約４０ｗｔ％で）は
、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ粘度計、スピンドル＃１で、６０ＲＰＭ、約
３０秒後に測定して、約８０ｃｐより小さいみかけ粘度を有する。最も好ましくは、初期
分散体（アルミナ固形分約４０ｗｔ％で）は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ
粘度計、スピンドル＃１で、６０ＲＰＭ、約３０秒後に測定して、約５０ｃｐより小さい
みかけ粘度を有する。
【００６６】
本発明の被覆用組成物を製造するのに用いられる初期分散体は、非常に高いアルミナ固形
分（たとえば、アルミナ固形分３０～５０ｗｔ％）であり得、なお長期間のコロイド安定
性（たとえば、１年）を維持する。本発明方法により初期分散体から製造される被覆用組
成物は従来のアルミナ被覆用組成物よりも、著しくは低いバインダー要求を有し、そして
大きいランナビリティ（ｒｕｎｎａｂｉｌｉｔｙ）を有する。さらに、被覆として基体に
付着されるとき、本発明により初期分散体から製造された被覆用組成物は、従来の被覆よ
りも著しく小さい乾燥時間を要求する。このように製造された記録媒体の被覆は高い気孔
率、染料固定化能力、および水堅ろう度を有し、優れたイメージ品質を与える。
【００６７】
さらに本発明は記録媒体の製造法を提供する。記録媒体を製造する本発明方法は：
基体を用意すること；
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本発明の被覆用組成物で基体を被覆し、被覆された基体を製造すること；
任意には被覆された基体をカレンダー仕上げすること；ならびに
被覆された基体を乾燥すること、を含む。
【００６８】
上述のように、本発明の被覆用組成物は、速い乾燥時間を与え、急速に乾燥して非粘着性
の光沢ある被覆を形成する。被覆用組成物はいかなる適切な方法もしくは方法の組合わせ
を用いても付着されうる。適切な方法はロールコーティング、ブレードコーティング、エ
アナイフコーティング、ロッドコーティング、バーコーティング、キャストコーティング
、ゲートロールコーティング、ワイアバーコーティング、ショート－ドーエルコーティン
グ、スライドホッパーコーティング、カーテンコーティング、フレキソコーティング、グ
ラビアコーティング、コマ（ｋｏｍｍａ）コーティング、オンもしくはオフ－マシン法の
サイズプレスコーティング、およびダイコーティングを含むが、これらに限定されず、そ
してロッドコーティングおよびエアナイフコーティングのような速くて、安価な方法が好
適である。
【００６９】
被覆された基体はいかなる適切な方法を用いても乾燥されうる。適切な乾燥方法は空気も
しくは対流乾燥（たとえば、リニアトンネル乾燥、アーチ乾燥、エアループ乾燥、サイン
カーブ空気フロート乾燥等）、接触もしくは誘導（ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ）乾燥、および
輻射エネルギー乾燥（たとえば、赤外乾燥およびマイクロ波乾燥）を含むが、これらに限
定されない。
【００７０】
本発明の被覆用組成物で製造された光沢ある被覆の多くの物理的特性は、そこに含まれる
各群から粒子の相対的量を変動させることにより合理的に最適化されうる。アルミナ粒子
以外の材料（たとえば、バインダー、増粘剤等）は本発明の被覆組成物の物理的特性を変
え、もしくは最適化するために変動されうる。
【００７１】
記録媒体を製造する本発明方法の主な特徴は、本発明の記録媒体および被覆用組成物に関
して前述したとおりである。たとえば、好適な基体、被覆方法、被覆用組成物（たとえば
、固形分、バインダー含量、みかけ密度、添加剤等）、アルミナ粒子の性質（すなわち、
材料、径、表面積等）、被覆特性（すなわち、厚さ、被覆層の数および構成、光沢性、液
体吸収の速度および能力、充填密度、付着性等）は、本発明の記録媒体および被覆用組成
物に関してここに前述されたとおりである。
【００７２】
次の例はさらに本発明を例示するが、その範囲を限定するようには解釈されるべきでない
。
例１
この例は本発明の被覆用組成物の製造を例示する。フュームドアルミナの初期分散体が米
国特許第５，５２７，４２３号明細書にしたがって製造された。フュームドアルミナは約
５５ｍ2 ／ｇの表面積を有していた。フュームドアルミナは９５％より大きい結晶性を有
し、その約７０％はシータ相、約２０％はデルタ相、および約１０％はガンマ相であり、
アルファ相の部分は検出限界以下であった。
【００７３】
分散体はアルミナ固形分４０．０ｗｔ％、ｐＨ４～４．４、および比重１．４ｋｇ／Ｌで
あった。最終的な分散体の粘度はＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＬＶ粘度計、スピ
ンドル＃１を用いて、６０ＲＰＭで６０秒後に測定されたとき、５０ｃｐより小さかった
。最終的な分散体のアルミナ粒子の平均径はＢｒｏｏｋｈａｖｅｎ　９０Ｐｌｕｓ　Ｐａ
ｒｔｉｃｌｅ　Ｓｃａｎｎｅｒ（ニューヨーク州ＨｏｌｔｓｖｉｌｌｅのＢｒｏｏｋｈａ
ｖｅｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）で測定して１５４ｎｍであ
った。最終的な分散体におけるアルミナ粒子の電子顕微鏡写真は図１に示される。
【００７４】



(14) JP 4805504 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

初期分散体は優れたレオロジー特性を有していた。初期分散体のみかけ粘度は、Ｈｅｒｃ
ｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計により、４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で
測定して、８．８ｃｐ（センチポイズ）であった。Ｈｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん
断粘度計により、０～４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で得られた、初期分散体レ
オグラムが図２に示される。
【００７５】
分散体における粒子のゼータ電位は＋４０ｍＶであった。分散体はコロイド状で安定であ
り、４０～１１０°Ｆ（４～４３℃）の範囲の貯蔵温度で１年後に粘度もしくはゲル化の
認識しうる増加はなかった。
【００７６】
被覆用組成物は、十分なポリビニルアルコールバインダー（ＰＶＯＨ）を初期分散体に添
加してバインダーに対する顔料の比７：１、ＨＥＣ（１．５５ｗｔ％）を与え、そして全
固形分（バインダーを含む）２４．２８ｗｔ％に希釈することにより製造された。最終的
なｐＨは４．２０であった。被覆用組成物は優れたレオロジー特性を有していた。組成物
の粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ粘度計、スピンドル＃５を用いて、
１００ＲＰＭで３０秒後に測定されたとき、８８８ｃｐであった。組成物のみかけ粘度は
、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計により４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測
定形態で測定されたときに２４．１ｃｐであった。Ｈｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん
断粘度計で、０～４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で得られた、被覆用組成物のレ
オグラムは図３（曲線Ｂ）に示される。
【００７７】
被覆用組成物は、バインダーに対する顔料の著しく低い比７：１を有する、優れた被覆を
形成した。この例で製造された被覆用組成物は、バインダーに対する比３：１を用いるの
が通常である従来のアルミナ被覆用組成物よりも著しく低いバインダー要求を有していた
。
例２
この例は例１で製造された初期分散体から製造された被覆用組成物を例示する。被覆用組
成物が、十分なポリビニルアルコールバインダー（ＰＶＯＨ）を例１で製造された分散体
に添加してバインダーに対する顔料の比７：１を与え、そして全固形分（バインダーを含
む）２２．２７ｗｔ％に希釈することにより製造された。ｐＨは水酸化アンモニウムで約
７．９７に調節された。
【００７８】
被覆用組成物は優れたレオロジー特性を有していた。組成物の粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅ
ｌｄ　Ｍｏｄｅｌ　ＲＶ粘度計、スピンドル＃５を用いて、１００ＲＰＭで３０秒後に測
定されたとき、２０７６ｃｐであった。組成物のみかけ粘度は、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ（登録
商標）高せん断粘度計により４４００ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で測定されたときに
１４．０ｃｐであった。Ｈｅｒｃｕｌｅｓ（登録商標）高せん断粘度計で、０～４４００
ＲＰＭ，ＦＦ　Ｂｏｂ測定形態で得られた、被覆用組成物のレオグラムは図３（曲線Ａ）
に示される。
【００７９】
被覆組成物は、バインダーに対する顔料の低い比７：１を有する、優れた被覆を形成した
。この例で製造された被覆用組成物は低いバインダー要求を有していた。
例３
この例は本発明の記録媒体の製造を例示する。未被覆紙基体の原紙は、例１の被覆用組成
物で被覆された。ただし、その被覆用組成物は、全固形分２６．３ｗｔ％、ＨＥＣは添加
されず、被覆用組成物のｐＨは４．４５、そしてバインダーに対する顔料の比は４：１で
あった。被覆は高速度でＣＬＣ（円筒実験用コーター）ブレードコーティング装置で実施
された。ＣＬＣは、商業的な製造の特徴である条件をシミュレートする。高速度でのＣＬ
Ｃにおける特定の被覆条件の実施は高速度の商業的製造下で実施することが如何に被覆組
成物に期待されるかを示す。被覆はフレキシブルブレードを用いて１分あたり２０００フ
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ィート（１分あたり６１０ｍ）の速度で実施され、そして被覆は乾燥された（赤外）。被
覆は急速に乾燥した。
【００８０】
各記録媒体（すなわち、被覆基体）に対する平方ｍあたりのｇ（ｇ／ｍ2 ）での乾燥被覆
質量が測定され、そして乾燥記録媒体（非カレンダー仕上げ）が分析された。光学および
表面特性が各記録媒体および未被覆基体について測定された。
【００８１】
試料は片側を、３ニップ（ｎｉｐｓ）、６ｐｌｉ（ｐｏｕｎｄ　ｐｅｒ　ｌｉｎｅａｒ　
ｉｎｃｈ）（１．２５ｋｇ／ｌｉｎｅａｒ　ｃｍ）で、６０℃でカレンダー仕上げされた
。光学、表面および印刷特性がカレンダー仕上げされた試料について測定され、そしてそ
の結果は非カレンダー仕上げに比較された。
【００８２】
未被覆紙基体は次の特性を有していた：基礎質量：７７．５ｇ／ｍ2 ；ｐＨ：６．６；灰
分：８．３１％；カリパー３．６２／１０００インチ（９１．９μｍ）；輝度（ｂｒｉｇ
ｈｔｎｅｓｓ）：８２．７％；光沢：６．４％；なめらかさ：３．９３μｍ；Ｈｅｒｃｕ
ｌｅｓ（登録商標）サイジング試験：１０９秒；およびＰＰＳ気孔率：２．７７ｍＬ／分
。この例により基体を被覆することにより得られる記録媒体は優れた輝度、および気孔率
を有する。被覆は優れた外観および優れた感じを有し、亀裂を生せず、またはもろさを示
さなかった。さらに、記録媒体は優れた印刷イメージを形成した。
【００８３】
輝度はＴｅｃｈｎｉｄｙｎｅ（登録商標）Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｍｅｔｅｒ　ＴＡＰＰ
Ｉ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　Ｔ　４５２　ＯＭ－９２を用いて測定された。光沢はＴＡＰＰ
Ｉ標準法Ｔ　４８００Ｍ－９２によりＨｕｎｔｅｒ　７５°光沢計を用いて測定された。
シートの表面なめらかさおよび気孔率はＰａｒｋｅｒ　Ｐｒｉｎｔ　Ｓｕｒｆ（ＰＰＳ）
テスター（ＴＡＰＰＩ　Ｔ５５５　ＰＭ－９４）を用いて測定された。紙の液体吸収速度
はＦｉｒｓｔ　１０　Ａｎｇｓｔｒｏｍ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｃｏｎｔａｃｔ　Ａｎｇｌｅ
測定装置を用いて測定された。
【００８４】
記録媒体（非カレンダー仕上げおよびカレンダー仕上げ）の特性は下の表１に示される。
【００８５】
【表１】



(16) JP 4805504 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

【００８６】
試料はＥｐｓｏｎ　Ｓｔｙｌｕｓ（登録商標）Ｐｒｏ　Ｐｈｏｔｏｒｅａｌｉｓｔｉｃお
よびＨｅｗｌｅｔｔ　Ｐａｃｋａｒｄ（登録商標）８２０Ｃインクジェットプリンターで
、ＡＤＯＢＥ（登録商標）ソフトウェアにより創られたテストパターンを用いて印刷され
た。
【００８７】
試料の印刷光沢および印刷密度が、ついで測定された。印刷光沢はＧａｒｄｅｎｅｒ　６
０度Ｍｉｃｒｏ－Ｇｌｏｓｓメーターを用いて測定された。Ｅｐｓｏｎ（登録商標）Ｓｔ
ｙｌｕｓ　Ｐｒｏ　ＰｈｏｔｏｒｅａｌｉｓｔｉｃおよびＨｅｗｌｅｔｔ　Ｐａｃｋａｒ
ｄ（登録商標）８２０Ｃを用いて印刷されたイメージの特性が表２Ａおよび２Ｂにそれぞ
れ示される。
【００８８】
【表２】

【００８９】
【表３】

【００９０】
これらの結果は、この例により製造された記録媒体は、光沢（低ＰＰＳなめらかさ）につ
いての高い測定値、ならびに輝度および気孔率についての高い測定値に示されるように、
優れた光学、物理的、そして構造特性を示したことを示す。さらに、これらの結果は、い
くつかの代表的な色を用いるインク密度についての高い値、ならびに高いインク光沢値に
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よって示されるように、このような記録媒体を用いて得られうる印刷イメージの優れた品
質を示す。
例４
例３に記載されたＣＬＣ装置を用いて、セルロース紙基体の片側が例１により製造された
組成物で被覆された。ただし、被覆用組成物の全固形分は２６．４ｗｔ％、ｐＨは４．５
、添加ＨＥＣの量は３．０ｗｔ％であり、そしてバインダーに対する顔料の比は５：１で
あった。被覆は１分あたり３０００フィート（１分あたり９１４ｍ）の速度で実施され、
そして試料は乾燥された（赤外）。被覆は３つの異なる被覆量で付着され、そして基体に
付着された後に被覆はすぐに乾燥された。
【００９１】
各記録媒体についての平方ｍあたりのｇ（ｇ／ｍ2 ）での乾燥質量が測定され、そして乾
燥記録媒体（非カレンダー仕上げ）が分析された。光学および表面特性が、各記録媒体お
よび未被覆基体について測定された。ＰＰＳ（Ｐａｒｋｅｒ　Ｐｒｉｎｔ　Ｓｕｒｆ）粗
さおよび輝度が測定された。輝度はＴＡＰＰＩ輝度規格により測定された。光沢性は光沢
計を用いてＪＩＳ　Ｐ　８１４２により７５°鏡面光沢により測定された。
【００９２】
記録媒体はカレンダー仕上げされ、そして７５°鏡面光沢はカレンダー仕上げ媒体につい
て測定された。結果は表３に示される。
【００９３】
【表４】

【００９４】
これらのデータは、本発明の被覆用組成物が高速度で優れた性能を示し、そしてそのよう
な条件下で優れた光学および表面特性を有する光沢のある記録媒体を形成することを示す
。これらのデータは、本発明の組成物が高速度の製造操作のもとで高品質の被覆を形成す
るのに望ましいレオロジー特性を有することを示す。
例５
例３に記載されたＣＬＣ装置を用いて、セルロース紙基体の片側が例１により製造された
組成物で被覆された。ただし、被覆用組成物の全固形分は３３．３ｗｔ％、ｐＨは４．５
、添加ＨＥＣの量は３．０ｗｔ％、そしてバインダーに対する顔料の比は５．１であった
。被覆は３つの異なる被覆量で付着され、そして基体に付着された後に被覆はすぐに乾燥
された。
【００９５】
各記録媒体についての平方ｍあたりのｇ（ｇ／ｍ2 ）での乾燥質量が測定され、そして乾
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燥記録媒体（非カレンダー仕上げ）が分析された。光学および表面特性が、各記録媒体お
よび未被覆基体について測定された。ＰＰＳ（Ｐａｒｋｅｒ　Ｐｒｉｎｔ　Ｓｕｒｆ）粗
さおよび輝度が測定された。輝度はＴＡＰＰＩ輝度規格により測定された。光沢性は光沢
計を用いてＪＩＳ　Ｐ　８１４２により７５°鏡面光沢により測定された。
【００９６】
記録媒体はカレンダー仕上げされ、そして７５°鏡面光沢はカレンダー仕上げ媒体につい
て測定された。その結果は表４に示される。
【００９７】
【表５】

【００９８】
これらのデータは、本発明の被覆用組成物が高速度で優れた性能を示し、そしてそのよう
な条件下で優れた光学および表面特性を有する光沢のある記録媒体を形成することを示す
。これらのデータは、本発明の組成物が高速度の製造操作のもとで高品質の被覆を形成す
るのに望ましいレオロジー特性を有することを示す。
例６
これらの例は本発明の記録媒体の液体吸収速度を示す。被覆用組成物は例１（バインダー
に対する顔料の比７：１）により製造された。ただし、被覆用組成物は全固形分２９ｗｔ
％、組成物のｐＨは４．５、そして添加されたＨＥＣ量は３．０ｗｔ％であった。記録媒
体は例４に記載されるようにＣＬＣコーティング装置を用いてセルロース紙基体を被覆す
ることにより製造された。ただし、付着された被覆質量はそれぞれ５．３ｇ／ｍ2 、８．
０ｇ／ｍ2 、および１３．６ｇ／ｍ2 であった。
【００９９】
接触角（蒸留水の小滴に対する）の変化が、各被覆質量の記録媒体について時間とともに
測定された。その結果がプロットされ、図４に図示される。
【０１００】
図４に示されるように、各試料は最初の数分間にわたって鋭い初期減少を示したが、これ
は被覆質量の範囲についての良好な液体吸収速度を示す。
【０１０１】
特許、特許出願、および刊行物を含む、ここで引用されたすべての文献は、ここで参照す
ることにより全部を組入れられる。
【０１０２】
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本発明は好適な態様について強調して説明されたが、好適な態様の変更が使用されうるこ
と、そして本発明は具体的にここで説明された以外の異なる方法で実施されうることは、
当業者に自明であろう。したがって、本発明は請求項に規定される発明の精神および範囲
内に含まれるすべての変更を含む。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の記録媒体において使用されるフュームドアルミナの電子顕微鏡写真を
示す。
【図２】　本発明の被覆用組成物および記録媒体を製造するのに有用なアルミナ分散体の
レオグラムを示す。
【図３】　本発明の記録媒体を製造するのに有用な被覆用組成物の２つのレオグラム（Ａ
およびＢ）を示す。
【図４】　本発明の記録媒体に付着された蒸留水の小滴について、時間とともに生じる接
触角の変化を示す。

【図１】 【図２】
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